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取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

I A 鞭化 I 電気製品は安全のための注意事項を守らない 
I …ロ ロ I と、火災や人身ま故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製 
品の取り扳いかたをおしています。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使いく 
ださい。お読みになったあとは、いつでも見られるところに 
必ず保管してください。 


準備 
録音する 
さまざまな録音 
再生する/消まする 
編集する 

機能を活用するーメニュー 
パソコンを活巧する 

困ったとまは 

その他 

索引 
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まをのために 


ま故を防ぐためになのことを必ずお守り<ださい。 

• 安全のための注意事項を守る 
•故障した5使わない 

.万一異常が起きた5、お買い上げ店またはソ ニーサービス 窓□に修理を依頼する 


警告表示の意ほ 

この取掘説明書では、次のよラな表おをしています。表示の内容 
をよく理辭してから本文をお読みください。 

I 么危険 I 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電-破裂などにより 
死こや大けびなど人身事故び生じます。 

この表示の注意事項を守らないと、火災-感電などにより死 t や 
大けびなど人身事故の原因となります。 

[A ぷ忌 1 

この表示の注意事項を守らないと、感電やその他のま故によりけ 
びをしたり周辺の家財に損害を与えたりすることびあります。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビジョ 
ン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことびあります。取扱説明書に従って正 
しい取り扱いをしてください。 


ま意を促ず記号 

心 

A 

か災 

感電 

行為を禁止する記号 

0 


禁止 

分解禁止 

磯） 


めれ手禁止 

おお禁止 
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目巧 

安全のために . 
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公注意 . 

箱の中身を確認しよラ 
口部のなまス . 


準備 

準備1:電源を準備する . 

電池を交換/充電する時期 
準備2:時計ををわせる . 


再生ずる/消去ずる 

再生する . 26 

再生速度を調節する 
—DPC (デジタル-ピッチ- 

コント□-ル機能） . 28 

必要な部分だけを再生する 

一 A-BU ピート . 29 

希望の時刻に再生を始める 

ー アラーム 再生 . 29 

消去する . 31 

1件ずつ消去する . 31 

フオルダの中身を一度に 

消去する . 32 


録音ずる 

用件を録音する . 19 


さまざまな録音 

音びしたとさ自動録音する 

-VOR 録音 . 22 

外部マイクをつないで録音する . 23 

他の機器の音芦を録音する . 24 

電話機や携帯電話の音声を 
録音するには . 25 


編集ずる 

用件を別のフオルダに移動する . 33 


機能を活用ずる ーメニュー 

メニューの使いかた . 34 

メニユ-見 . 35 


4 6 7 


3 



























パソコンを活用ずる 

パソコンにつないで使ラ . 40 

必要なシステム構成 . 40 

本機をパソコンに接続する . 40 

本機をパソコンか6取りはずす ...... 41 

転送したファィルを本機で再生する ...... 42 

フオ J レダとフアイ J レの構成 . 43 

USB マスストレージとして利用する 
ー データストレージ機能 . 44 

困つたとをは 

故障かな？と思った5 . 45 

こんなときは . 45 

エラー表の一見 . 48 

システム上の制約 . 50 
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その他 

本機の音芦を他の機器で録音する 
USB AC アダプター（別売）に 

つないで使ラ . 

本機を取りはずす . 

使用上のごミ主意 . 

保証書とアフターサービス ..... 

主な仕様 . 

^胃 I . 
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A 警告 


底 A 

乂災 感電 


下記のま意事項を巧6ないと义災-感電に 
より巧 t や大けびの原因となりまず。 


運乾中は使用しない 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらイヤーレシーバーなどを使用し 
たり、細かい操作をしたり、表示画面を見ることは絶巧におやめください。 
交通事故の原因となります。 

• また、歩さながら使巧するときを、事故を防ぐため、周囲の交通や路面状況 
に充分ごを意 < ださい。 



内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると火がや感電の原因とな0ます。万一、水や異物び入ったと 
きは、すぐに電池を抜き、お買い上げ店またはソニーヴービス窓□にご相談 
<ださい。 



湿気やほこり、ミ由煙、湯気のをい場所や、直射日光のあたる場前こは置 
かない 

火がや感電の原因となることびあります。とくに風呂場では絶対に使用し 
ないで < ださし、。 



雷が鳴りだした5、電源プラグに軸れない 

感電の原因とな0ます。 


接触禁止 
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I A ク ±±| 下記のま意事項を守 6 ないとけびをしたり周辺の家財に 

1/へ江思 I 損害を与えたりずることびあります。 


内部を開けない 

感電の原因となることびあります。内部の点検や修理はお買い上げ店また 
はソニーサービス窓□にご相談ください。 

分が禁止 

も' 

麵 


% 

大音量で長時間つづけて聞さずざない 

耳を刺激するよラな大さな音量で長時間つづけて間くと、聴力に悪い影響を 
与えることびあります。とくにイヤーレシーバーで聞くとさにごを意くだ 
さい。呼びかけられて返事びできるくらいの音量で聞きましょラ。 

Q 

禁止 

續 

1 

はじめからボリュームを上げずぎない 

突然大きな音びでて耳を痛めることがあります。 


Q 

禁止 



•本製品の不具合により、録音びでさなかった場合、および録音内容び破損または消去された 
場合、録音内容の補償についてはご容赦ください。 

•本製品を使用したことによって生じた金銭上の損害、逸失利なおよび第三者からのいかな 
る言青ホにつをましてち、当社は一切その責任を負いかねます。 

•緑り直しのをかない録音の場合は、必ず事前にためし歸りをしてください。 

•お客様び録音したものは個人として楽しむなどのほかは、善作権法上、権利者に無断で使用 
でさません。 


バックアップのおずずめ 

万一の誤消去や、にレコーダーの故障などによるデータの消滅や破損にそなえ、大切な錄 
音内容は、必ず予備として、コンピューターなどに保存してください。 
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電池についての安を上のご 
ミ主意 

液漏れ•破裂■発熱•発火-誤飲による大け 
びや失明を避けるため、切下の注意事項を必 
ずお守り < ださい。 

電池の種類については、電池本体上の表示を 
ご確認ください。種類によっては該当しな 
いま意事項ちあ0ます。 


充電式電池 

二カド ( Ni - Cd ) 
ニッケル水素 ( Ni - MH ) 
リチウムイオン （ Li - ion ) 


乾電池 

アルカ IJ 、 マンガン 


ポタン型電池 
U チウムなど 
V 


I A 4£z_^| 巧電式電お、を電お、ボタン型 
1/ へ厄:映 I 電おが巧漏れしたとき 

• 充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で 
液をさわ5ない。 

. 液び本体内部に残ることびあるため、ソニーの 
相談窓□(裏表紙)またはソニーサービス窓 □ 
に相談する。 

• 液び目に入ったとさは、失明の原因になること 
びあるたゆ、目をこすらず、すぐに水道水など 
のされいな水で充分洗い、ただちに医師に相談 
する。 


• 液び身体やあ服についたときは、やけどやけび 
の原因になるため、すぐにされいな水で洗い流 
し、巧虜に炎をやけびの症状びあるときには医 
師に相談ずる。 

IA 危険 I 巧電式電础口ぃて 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法ながで充電 
しなし1。 

• バッテリーキヤ IJ ングケースび付属されてい 
る場合は、必ずキヤ1」ングケースに入れて携 
帯、保管する。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせたり、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
し、ところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
なし、。 

• 指定された種類の充電式電池な外は使用しな 
い。 

• 長時間使用しないときや、長時間 USB AC アダ 
プターで使用ずるときは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 
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曰本国巧での巧電式電池の廃棄に 
ついて 


ニッケル水素巧電池は、 IJ サイ 
を么 クルでをます。不要になった 
Vj ^ ニッケ^レ水素充電池は、金属部 

Ni-MH にセ□八ンテープなどの絶縁 
m mn テ-プを p わて充電式電池リ 
サイクル協力店へお持ちください。 

充電式電地の回収-1」サイクルおよび I 」 
サイクル協力店については有限責任中間 
法人」 BRC ホームページ http :// wwwjb に 
net / hp / contents / index.html を参照して 
<ださい。 


へ聲化 I 巧電お、ボタン型電池につい 

• かさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児 
の手の届かないところにな管する。電池を飲 

み込んだときは、窒息や胃などへの障害の原因 
になるので、ただちに医師に相談してくださ 
い。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 
• 充電しない 0 
• 火の中に入れない。 

• シヨー トさせたり、分解したり、加熱したりし 
なし、 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、な管しない。 

•使い切った電池は取りはずす。長時間使用し 
ないとさや 、 USB AC アダプターで使用ずると 
さち取りはずす。 
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• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池 
を混だて使わない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

I へ产章 I 巧電池、ボタン型電おについ 

• 火のそばや直射曰光の当たるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気の多 
いところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
なし)。 

• 指定された種類の電池政外は使用しない。 

使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子(金 
属部分)にテープを貼るなどの処理をして、充電 
式電池 U サイクル協力店にご持参ください。 



おの中身を巧認しよう 

本体 (1) 


キヤ U ングポーチ （1) 
取扱説明書 (1) 

保証書 (1) 

ソニーご相談窓□のご案内 （1) 


この取扱説明書で説明している(がの変更 
や改造を行った場合、本機を使巧できなくな 
ることびありますので、ご注意ください。 



ソニー単4形アルカリ乾電池 (1) 


ステレオイヤーレシーパー （1) 



USB 接続補助ケースレ (1) 



9 




る部のなまえ 

本体(表面） 
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本体(裏面) 



田録/再ランプり7、巧、20、26、38、 

弓3ページ） 

图内蔵マイク（ステレオ ）（1 弓ページ） 

图表示窓 （12 ページ） 

团 コント□- ルキー (▲'▼/ VOL +、 VOL _) 
/ENT (決定)ボタン w 

固己ロォルダ）/ MENU ボタン （1 弓、2目、 
3し32、34、42ページ） 

圓 CM ヘッドホン）ジャック *2 り弓、21、 

26、27、引ページ） 

团(マイク）ジャック(23、24ページ） 

圓♦(録音/一時停止)ボタン（19、2日、22、 
36ページ） 









































回 ■ (停止)ボタンり弓、20、27、28、30、 
33、34ぺージ） 

圆(早をり）ボタンロ6、27、28ぺージ） 
回(再生/停止)ボタン (2 日、2目、28 
ぺージ） 

画…（早戻し)ボタン(20、26、27、28ぺ一 
ジ） 

画ピート） A - B ボタン (2 目、29ぺージ） 
画 HOLD スイッチ *3 
圃 DPC スイッチ (2 目、28、3目ぺージ） 

画ストラップ取り付け部 

(ストラップは付属していません。） 

回 USB キャップ 
画 スピーカー 
圃 電池ぶた （14 ページ） 

*1 コント□ールキーの使いかた 

左ち方向に巧して音量を調節します。 
メニューやフオルダ切り換えの操作にち使い 
ます。ニュー画面やフオルダ選択画面で上 
下方向に巧して項目を選び、中央 ( ENT ) を巧 
してず定します。 



付属のステレオイヤーレシーバーを0 (へッ 
ドホン）ジャックに差し込みます。雑音び入 
るとをはイヤーレシーバーのプラグをされし、 
にないてください。 



停止中に矢印のち向にずらすと、しばらく 
たってから電源び切れます。矢印と逆の方向 
にずらずと電源び入0まず。 

録音.再生中に矢印の方向にずらずと、すべ 
てのボタン操作びできなくなり、誤操作を防 
止します。 


HOLD — ^ 

(• f , 00000 0 〇、 

'vWV^OOOOOO ^ J 
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田動作モード表示 

本機の動作状態に応じて下記のよラに表 
示されます。 

■I 圓：停止中 
■3: 再生中 
回五：録音中 

国；録音一時停止中に点滅 
fiT^roni : VOR 録音中 
nJM 2 VOR 録音一時停止中に点滅 
VOR 録音を ON にしているときに ♦ (録音 
/一時停止)ボタンを押して録音を一時 
停止すると DU だけび点滅します。 
KIIC3： 早戻し/早送り再生中 
caca 連続用件戻し/をり 


12 


回亡!フォルダ名、づ用件タイトル名、 
i アーティスト名表示 
コント□ールキーを▲または▼方向に押 
して、フォルダ名、用件タイトル名、アー 
ティスト名を順に表示でさます。 

图経過時間、残り時間、録音曰付、録音時刻 
表示 

团位置情報表示 

選んだ用件番号び分子にフォルダ巧の総 
用件数び分母に表示されます。 

固マィク感度表示 

録音時のマイクの感度び表おされます。 
の： 会議録音モード 
田：□述録音モード 
圓 アラーム 表示 

用件にアラームび設定されているとを表 
おされます。 

团録音モード表お 

停止中はメニューで設定されている録音 
モードび、再生中または録音中はその用 
件の録音モードび表示されます。 

EM ステレオ高音質モード 
己因3:ステレオ標準モード 
田! 3:ステレオ長時間モード 
Gg: モノラル標準モード 
Da :モノラル長時間モード 






















固電池残量、充電表示 

乾電池使用時は電池残量び表示されます。 
充電中はアニメーション表示になります。 
回録音可能時間表示 

録音可能時間を時間、分、秒で表示します。 
10時間し乂上の場合：時間 
10分切上、10時間未満の場合：時間と分 
10分未満の場合：分と砂 
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mm 


準備 1; 電源を準備ずる 


1 電池ぶたを矢印の方向へず6して開 
ける。 



2 単4おアルカリ乾電池(付属)を入 
れ、ふたを閉める。 
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別売の巧電式ニッケル水素電池を使5 
とさは 


1 左の手順1、2にしたびって単4お巧 
電式ニッケル水素電池(別売)を入れ 
る。 

2 本機の USB キャップをはずし、電源 
の準備がされたパソコンの USB 端子 
につなぎ、巧電式電池を巧電ずる。 



充電中は、「接続中」と電池マークびアニ 
み ーシヨン表おされます。 


電池残量表示び r 田皿」になったら充電売 
了です。(充電時間：約8時間#) 













はじめてお使いになる場合や、しばらく 
お使いにならなかった場合は、なるべく 
電池残量表示び「晒！!」になるまで連続し 
て充電することをお勧めしまず。 

電池表おび消なしていたら充電びでさて 
いません。手順1からやり直してくださし、。 

* 室温で電池残量び無い状態か5電池を充 
電したときの目安です。電池の残量や電池 
の状態などにより、前ページの充電時間と 
異なる場合びあります。また、充電式電池 
の温度び低い場合や、データを本機に転を 
中なども充電時間は長くなります。 


お使いのパソコンに本機を直接接続でをない 
場合は、付属の USB 接続補助ケーブルをお使 
い < ださい。 

をヒント 

USB AC アダプターを使って家庭用電源につな 
いでち巧2ページ)、充電できます。 


H ごま意 

• 電池残量、充電表示部に [tCTii または rreii 
び点滅している場合は充電びできません。周 
囲温度び5で〜35での穩境で充電を行ってく 準 

ださい。 備 

• メニューで r 詳細メニュー」の rusB 充電」び 
「 OFF 」 になっているとパソコンから充電ずる 
ことはでさません。設定を roN」 にしてくださ 
い (39 ページ)。 

• 本機にはマンガン電池はお使いになれません。 

• 内蔵スピーカーで再生しているときは充電び 
でさません。 

• 充電式電池をお使いの場合、電池残量表示び全 
点巧にならないことびあります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとを 
や、電池を振いたまま長時間お使いにならな 
かった後に電池を入れたとをには、年表おび 
点滅しまず。「準備2:時計を合わせる」 （17 
ぺージ)の手順3をご覧になり、時計を合わせ 
て < ださい。 
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電池を交換/巧電する時期 

電池の残量びなくなって < ると、表示窓の表 
示でお知らせします。 

電池の残量表示 

轉：：電池の交換/充電時期び近づいていま 
す。 

♦ 

轉：：「電池残量びありません」び表示され、 
操作びでさな<なります。 


電池の持続時間 

乾電池の持続時間(ソニーアルカ1」乾電池 
LR 03 ( SG ) を連続使巧時） 



ST 

モー ド。 

STSP 

モー ド* 3 

STLP 

モー ド* 4 

録音時 

約弓時間 

30分 

約9時間 

3日分 

約11時間 

スピーカー 
再生時# 7 

約14時間 

約14時間 

約14時間 

30分 

へッ ドホン 
再生時 

約30時間 

約30時間 

約32時間 



SP 

モード* 5 

LP 

モ-ド* 6 

音楽ファイル 
り 28 kbps / 
44.1 kHz ) 

録音時 

約10時間 

約12時間 

- 

スピーカー 
再生時# 7 

約14時間 
30分 

約1日時間 

約14時間 

へッ ドホン 
再生時 

約32時間 

約34時間 

約3日時間 


充電式電池の持続時間 A 1 (ソニー充電式ニツケ 
) レ水素電池 N H - AAA を連続使巧時） 



ST 

STSP 

STLP 


モード" 

モード*3 

モ—ド*4 

録音時 

約9時間 

約弓時間 

約 10 時間 

30分 

スピーカー 

約13時間 

約13時間 

約13時間 

再生時*7 



30分 

へッ ドホン 
再生時 

約28時間 

約28時間 

約30時間 



SP 

LP 

音楽ファイル 


モード* 5 

モ—ド* 6 

(128 kbps / 
44.1 kHz ) 

録音時 

約9時間 

約11時間 

- 

スピーカー 

約13時間 

約14時間 

約13時間 

再生時り 

3日分 



へッ ドホン 

約3日時間 

約31時間 

約28時間 

再生時 


30分 



電池持続時間は使用条件によって短<なる場合 
び志 D ます。 

#2 ST モード：ステレオ高音質モード 
STSP モード：ステレオ標準モード 
STLP モード：ステレオ長時間モード 
パ SP モード：モノラル標準モード 
が LP モード：モノラル長時間モード 
片 音量レベルを22に設定し、内蔵スピーカーで音楽 
を再生した場合。 
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アクセス中のごミ主意 

画面上にデータベース更新中のアニ;ーシヨ 
ンび出ている間や、本体上部の録/再ランプ 
びオレンジで点滅またはホで点なしている間 
は、メモリーへアクセス中です。アクセス中は、 
電池をはずしたり、 USBAC アダプター（別 
売)を掠を挿ししたりしないで<ださい。デー 
夕び破損するおそれびありまず。 

D ごま意 

用件数びをいと、データベース更新中のアニメー 
シヨンび長時間表おされることびありますび、故 
障ではありません。表示び消えるまでお待ちく 
ださい。 


準備2;時計を合わせる 



アラーム機能を使用したり、録音した曰時を 
記録するためには、本機の時計合わせをして 
お < 必要びあります。 

お買い上げのあと、初めて電池を入れたとを 
や、電池を掠いたまま長時間お使いにな5な 
かったあとに電池を入れたとさは、「時計を設 
定してください」び表示された後、年表示び点 
滅します。手順3から始めてください。 
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1 メニュー画面で「時計設定」を選ぶ。 

©亡!/ MENU ボタンを長押しする。 
メニュー画面び表示されます。 


歷音モ-ド 


マイク感度 
VOR 


这)コント□ールキーを▲または▼方向に 
押して、 r 詳細ニュー」を選び 、 ENT 
ボタンを巧して決定する。 

感コント□ールキーを▲または▼方向に 
巧して、 r 時計設定」を選び、 ENT ボタ 
ンを押して決定する。 


2 コント □—) レキーを▲または▼ち向 
に押して、 r 07 y 1 m 1 d 」 を選び、 
ENT ボタンを押して決定する。 



3 年月日と時分を合わせる。 

コント□ールキーを▲または▼方向に押し 
て、年、月、曰、時、分の順で数字を選び、 
ENT ボタンを押して決定する。 


を y 1 m 1 d 
0:00 


4 通常画面に戻ずには ■ (停止)ボタン 
を押ず。 


を-ヒント 

亡 1/ MENU ボタンを巧すと、1つ前の操作に戻る 
ことびでさます。 

n ご注意 

それぞれの手順の間を1分於上あけると、時計合 
わせびキヤンセルされ、通常の表示に戻0ます。 


現在日時を表示ずるには 

停止中に ■ (停止)ボタンを押すと現在日時 
び表示されます。 


07 y 11 m 27 d 
15:30 
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録音する 


用件を録音する 


内蔵マイク 
0 (へツドホン)ジャツク 
録/再ランプ 


1 


録/再ランプび赤く点なします。 

参（錄音/一時停止)ボタンは、録音中 
ずっと巧し続ける必要はありません。 
新しい用件は自動的に一番最後に録音 
されます。 

©巧蔵マイクに向かって話す。 

3録音を止めるには■(信止)ボタンを 
f 甲ず。 

今録音した用件のはじめで停止します。 


1フォルダを還ぶ。 

① 亡]/ MENU ボタンを押してフォルダ還 
択画面を表おする。 

这)コント□ールキーを▲または▼方向に 
巧して録音したいフォルダを選び、 
ENT ボタンを押して決定する。 

2録音を始める。 

©停止中に ♦ (緑音/一時停止)ボタンを 



録音する 
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をヒント 

• 録音中に HOLD スイッチを矢印の方向にず5 
ずと、ずべてのボタン操作びできなくなり、誤 
操作を防止します。 

. 本機で録音される用件は MP 3 ファイルで録音 
されます。 

• お買い上げ時には5個のフオルダび作られてい 
ます。ひとつのフオルダには最高99の用件び 
録音できます。 

B ごま意 

• 緑/再ランプび赤またはオレンジに点灯-点 
滅中は電池をはずした0、 US 目 AC アダプター 
を抜を挿しした0しないでください。データ 
び破損するおそれびあ0ます。 

• 録音中、本機に手などびあたったり、こすった 
りすると雑音び録音されてしまラことびあり 
ます。ご注意ください。 

• 録音を始める前に必ず電池鶏量表示 (1 自ペー 
ジ)を確認してくださし、。 

• 長時間録音途中の電池交撰を避けたいときは、 
別売の USB AC アダプターをお使い< ださい 
(52 ページ)。 

• 録音モードを混在して録音した場合、最大録音 
時間は任意に変化します。 


その他の操作 


録音を一時惇 
止する* 

• (録音/一時停止)ボタンを押す。 
録音一時停止中は録/再ランプびホ 
く点滅し、 Q 1 (録音一時停止)表示 
び点滅します。 

録音一時停止 
を解除する 

もラー度 ♦ (録音/一時停止)ボタン 
を押す。 

先ほど録音していた用件に続けて録 
音することびでをます。(録音一時停 
止後、録音を続けず、停止するとを 
は、 ■ (停止)ボタンを巧します。） 

今歸音したば 
かりの巧件を 
間< 

►-■ボタンを巧す。 

録音び解除され、今録音した用件の 
はじめから聞くことびでをます。 

早戻し 
(レビュ ー) 再 
生する 

録音中または録音一時停止中に M ィ 
ボタンを長巧しする。 

録音び解除され、今録音したところ 
び早戻し（レビュー)再生されます。 

M ィボタンを離ずと、離したところ 
から再生び姑まります。 


* 録音を一時停止して約1時間たつと、録音一時停 
止は解除され、録音停止になります。 
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録音モードを選ぶ 

メニュー「録音モード」で、用途に応じた録音 
モードに設定しまず。 

ST ： ステレオ高音質モード 

(44.1 kHz /192 kbps ) 

ステレオ音声で高音質な録音びでを 
まず。 

STSP :ステレオ標準モード 
(44.1 kHz /128 kbps ) 

ステレオ音声で録音びでをます。 
STLP :ステレオ長時間モード 
(22.05 kHz /48 kbps ) 

ステレオ音声で長時間の録音びでを 
まず。 

SP : モノラル標準モード 

(44.1 kHz /32 kbps ) 

LP : モノラル長時間モード 

(11.025 kHz /8 kbps ) 

音質を重視しない簡易な録音、六モ 
録音は LP モードで長時間お使いに 
なれます。 


より良い音質で録音したいとさは、 ST モー 
ドまたは STSP モードをお使い < ださい。 


SP モード 

LP モード 

72時間30分 

290時間10分 


に D-UX80 


ST モード 

STSP モード 

STLP モード 

24時間10分 

3日時間20分 

96時間5日分 


SP モード LP モード 

145時間20分 581時間20分 


録音中の音をモニターずるには 

イヤーレシーバーを0 (へツドホン）ジヤツ 
クにつないで、モニターします。 

イヤーレシーバーからの 音量 (モニター 音量) 
は、コント□-ルキーを VOL + または VOL - 
方向に押して調節します。録音される音量に 
影響はありません。 

録音可能時間について 

最大録音時間は、全フォルダ合わせて表のと 
お0です。 


ICD-UX70 


ST モード 

STSP モード 

STLP モード 

12時間日分 

18時間日分 

48時間2日分 


録音する 


21 














さまざまな録音 


音びしたとを自動録音す 
る一 VOR 録音 



1メニユー画面の rvoR 」 でコント 
□ールキーを▲または▼ち向に巧し 
て、 rONJ を選び、 ENT ボタンを f 甲 
して決定ずる。 

2 ♦(録音/一時停止)ボタンを f 甲ず。 

囚^と田ミ因び表示されます。 
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マイクで拾ラ音び一定レベルじ(下までかさく 
なると、巧狙と DU (録音一時停止)び点滅し 
て、 VOR 録音び一時停止状態になります。 
VOR 録音一時停止状態のとをに、マイクび一 
定レベルし：!上の大ささの音を拾ラと、 VOR 録 
音び再開されます。 

VOR 録音を解除ずるには 

；><ニューで1^03」を「0ドド」にします。 


D ごま意 

• VOR 機能は周囲の環境に左ちされます。状況 
に合わせてマイク感度を切り換えて<ださい。 
マイク感度を切り換えても思いどおりに録音 
できないときや、大切な録音をするときは、;^ 
ニューで rvoR 」 を roFF 」 に設定してください。 

• メニューで rvoR 」 を roN 」 に設定して録音中に 
• (録音/一時停止)ボタンを巧して錄音を一 
時停止ずると ni だけび点滅します。 














か部 7 イクをごないで 
録音ずる 



1 停止中に外部マイクを\(マイク） 
ジャックにつなぐ。 

画面に r が部入力選択」び表示されます。 

2コントレキーを ▲または▼ち向 
に巧して、 rM に INJ を選び、 ENT ボ 
タンを巧してミ夫定ずる。 


3 列部マイクを使って録音を始める。 

内蔵マイクは自動的に切れ、が部マイク 
の音を録音します。 

入カレベルび適正ではない場合は、本機 
のマイク感度の設定を変更してください。 
プラグインパワー対応のマイクを使ラと、 
マイクの電源は本機から供給されます。 

をお使いになれるマイク 

ソニー製エレクトレツトコンデンサーマイク n 
ホン(ステレオマイク） ECM - C 引0、 ECM - 
CZ 10 (別売)などをお使いいただけます。 


さまざまな録音 
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他の機おの音声を録音 
ずる 


テー プ レコーダー 
な ど 



1 停止中に他の機器を本機につなぐ。 

他の機器の音声出力端子(ステレオ S 二 
ジャック）を別売のソニー製オーディオ 
コード*を使って、本機の\、(マイク） 
ジャックにつなざます。 

画面に r 外部人力選択」び表示されます。 

2 コント□—ルキーを▲または▼ち向 
に押して 、 「AUDIO INJ を選び、 
ENT ボタンを押して決定ずる。 


24 


3 録音を始める。 

内蔵マイクは自動的に切れ、つないだ機 
器の音声を録音しまず。 


* お使いになれる才ーデイオコード(別売) 



本機側 

接続巧機器測 

RK - G 13 弓 

ステレオ呈ニプラ 

S ニプラグ(モノラ 


グ(お抗なし） 

ル）（抵抗なし） 

RK - G 136 

ステレオ呈ニプラ 

ステレオ S ニプラ 


グ(抵抗なし） 

グ(抵抗なし） 


n ごま意 

• 他の機器の音声を録音する場合はマイク感度 
の切り替えはできません。 

• 入カレベルび適正ではない場合は、他の機器の 
へッドホン端モ(ステレオミニジャック）を 
使って本機と接続し、つないだ機器側で音量を 
調節してください。 













電話機や携帯電話の音青を録音ず 
るには 

別売の電話歸音巧マイク、 ECM - TL 1 を使ラと、 

電話機や携帯電話での自分と巧手の声を録音 

することびでをます。 

接続方法などについて詳しくは、 ECM - TL 1 

の取掘説明書をご覧ください。 

D ごま意 

• 録音する場合には、本機と接続後、通話状態と 
録音レベルをご確認の上ご使巧ください。 

• 呼び出し音、発信音を録音した攝合、尝話びル 
さい音で録音されることびあります。そのよ 
うな場合には、通話状態になってから本機を録 
音状態にしてください。 

• 接続する電話機の種類、回線の状況によって 
VOR 機能が働かないことびあ0ます。 

• 本機を使って通話録音をした場合、万一、これ 
らの不都合によ0録音されなかった場合は、一 
切の責任を負いません。 


さまざまな録音 
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再生する/消去する 


再をずる 



1 フォルダを還ぶ。 

① 亡!/ MENU ボタンを押ず。 

毎)コント□ールキーを▲または▼方向に 
押して、フオルダを選び、 ENT ボタン 
を押して決定する。 

2 w または w ボタンを巧して、聞さ 
たい用件を選ぶ。 


3 ►-■ボタンを巧して、再生をおめ 
る。 

録/再ランプび緑に点なします。 （；>< 
ニュー 「 LED 」 を rOFF 」 に設定していると 
をは消なします (38 ページ)。） 

4 コント□—ルキーを \/0 L + または 
VOL —の方向に押して音量を調節ず 
る。 
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5 再生を止めるには■(停止)ボタンを 
押ず。 

フォ J レダ内の最後の用件の再生び終わる 
と、その巧件のはじめに戻って停止します。 

クヒント 

再生中に HOLD スイッチを矢印のち向にずらす 
と、すべてのボタン操作びでさなくなり、誤操作 
を防止します。 


高音質で再生ずるには 

• イヤーレシーバーで 聞く： 

付属のステレオイヤーレシーバーを打 
(へッドホン）ジャックにつないでください。 
スピーカーか6は音び出なくなります。 

• 外部 スピーカーで 聞く： 

別売のアクティブスピーカーを0 (ヘッド 
ホン）ジャックにつないで < ださい。 

聞をたいところをすばやく探ずには一 
イージーサーチ機能 

六ニューの中で「イージーサーチ」を roN」 に 
設定しておくと、再生中に W または M ィボ 
タンを但[度か押して聞をたいところまで早を 
り、早戻しをして聞 < ことびでさます (37 
ページ)。I◄ィボタンを1回押すごとに約3秒 
前、ボタンを1回押すごとに約10お)先を 
再生します。会議録音などで、聞きたいとこ 
ろをすばや < 探すのに便利です。 


再生中に早送り/早戻しずるには 

(キュー/レビュー） 

• 早送り（キュー）：再生中に w ボタンを押 
したままにして、聞きたいところで離しま 
す。 

• 早戻し（レビュー）：再生中に W ィボタンを 
押したままにして、聞きたいところで離し 
ます。 

最初はかしずつ早をり/早戻しされるので、 

] 語分だけ戻したり、送ったりして聞きたい 

とさに便利です。しばらくそのままにすると、 

高速での早送り/早戻しになります。 

を最後の用件の終わりまで再生または早送 
り（キュー)すると 

• 最後の用件の終わりまでまると 、 「MESSAGE 
END 」 表示び5秒点打します。 

点な中は録/再ランプは緑に点灯しています 
(再を音は聞こえません)。 

•「MESSAGE END 」 と録/再ランプが消えると、 
最被の用件の頭に戻って止まります。 

•「MESSAGE END 」 の点灯中に M ィボタンを押 
したままにすると、早戻しされ、離したところ 
から再生び始まります。 

• 最被の用件び長時間の用件の場合で、用件中の 
後ろの方を探して再をしたい場合は、►►■ボタ 
ンを巧し続けていったん用件の最後まで早送 
りして 、 [MESSAGE END 」 表示の点打中に W 
ボタンを巧して聞さたいところまで早戻しし 
て探ずと便利です。 

• 最後の用件ながの場合は、次の巧件の頭に送っ 
てから再生中に早戻しすると素早<探せます。 


再生する/消去する 
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その他の操作 


再生の途中、 
その位置で 
停止ずる 

■ (停止)ボタンまたは■ボタンを 
押す。 

ちラー度■ボタンを押すと、止めた 
ところから再生び始まりまず。 

ろ間いてい 
る巧件の頭 
に戻る 

W ボタンを鹿く1回巧す。* 

前の巧件、さ 
らに前の用 
件に戻る 

W ボタンを短く巧回か押す。 

(停止中は巧したままにすると、連続 
して戻りまず。） 

次の用件に 
進む 

► w ボタンを短 <1回押す。* 

さらに次の 
用件に進む 

► w ボタンを短 < 何回か押す。 

(停止中は巧したままにすると、連続 
して戻りまず。） 

* メニュー 

r イージーサーチ」が roFF 」 に設定され 


ている場合の操作です (37 ページ)。 


さまざまな再生 

メニュー画面で、1件用件再生、フォルダ内 
連続再生、全件連続再生の設定び出来ます 
(37 ページ)。 

1件リピート再生 

再生中に►■ボタンを長押しします。 
rcy 」 び表示されます。 

通常再生に戻るには、►-■ボタンを押します。 
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EFFECT 再生 

メニュー画面で再生する音楽によって適した 
効果を設定します (37 ページ)。 

内蔵スピーカーで再生している場合には設定 
は無効となります。 


再を速度を調節ずる 一 DPC {デ 
ジタル•ピッチ•コント□—ル機能) 

再生速度を+1日日％から-5日％の間で調節で 
をます。その隙、音程はデジタル処理により、 
自然に近いレベルで再生します。 

1 DPC スイッチを rONJ にずる。 

2 メニュー 「 DPCJ で再生速度を調節 
ずる （36 ページ)。 


通常の再生速度に戻ずには 

DPC スイッチを rOFF 」 にします。 








必要な部分だけを再をする一 A-B 
化ー ト 

1再生中に cW \- B ボタンを押して 、 A 
点を指定ずる。 

「 A-B B ?」 び表示されます。 

2もう一度与: A - B ボタンを巧して 、 B 
点を指定ずる。 

re 占 A - B 」 び表おされて、指定した区間び 
繰り返し再生されます。 

A-BU ピート再生を止めて通常の再生 
に戻ずには 

►-■ボタンを押します。 

A-BU ピート再生を停止ずるには 

■ボタンを押します。 

A-BU ピートの範囲を変えるには 

A - BU ピート再生中にをラー度 c ^： A - B ボタン 
を短く押すと、手順1に戻り、新しい A 点び設 
定されます。手順2に従って巨点を指定します。 

D ごま意 

A 点より前に B 点の設定はできません。 


巧望の時刻に再をを始 
める ー アラーム再生 

あらかじめ設定した時刻にアラーム音ととち) 

に用件を再生でをます。 

特定の日付を指定したり、毎週同じ曜日や毎 

曰同じ時刻に再生するよラに設定でさます。 

1 アラーム 再生したい用件を表示させ 

る。 

2アラーム設定をずる。 

©；>< ニュー画面で「アラーム」を選び、 
ENT ボタンを押して決定する。 

©コント□—ルキーを▲または▼方向に 
巧して、 rON 」 を選び、 ENT ボタンを押 
して決定する。 

3アラーム再生したい日時、時刻を設 

定ずる。 

のコント□—ルキーを▲または▼方向に 
巧して、 r 曰時」、「月曜曰」や「火曜曰」な 
ど設定したい雇曰、または「毎曰」を選 
び、 ENT ボタンを押してミ央定する。 


再生する/消去する 
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® I ■日時 J を選んだ場合： 

「時計を合わせる」 （1 7ページ)に従って 
年月日、時刻を設定します。 

曜日や悔日」を選んだ場合： 

コント□ールキーを▲または▼方向に 
巧して r 時」を選び、 ENT ボタンを巧し 
て設定し、同じよラにコント□ール 
キーを▲または▼方向に押して「分」を 
選び、 ENT ボタンを押して設定します。 
メニューを終了すると R •りび表示されて、 
選んだ用件にアラームび設定されます。 

設定した時刻になると 

約10砂間アラーム音び鳴り 「 ALARM 」 び表示 
されて、選んだ巧件の再生び始まります。 
再生び終わると、自動的に停止します(アラー 
ム再生した用件の頭に戻りまず)。 

アラーム 再生された用件をち ラー 度聞 
ぐには 

►-■ボタンを押すと、その用件のはじめから 
再生されます。 

用件び再生される前に止めるには 

アラーム音び鳴っている間に ■ (停止)ボタ 
ンを巧します。 HOLD スイッチび入っていて 
ち止められます。 


設定巧客を解除ずるには 

手順2でコントロールキーを▲または▼方向に 

押して「日 FF 」 を選び、 ENT ボタンを押して決 

定するとアラームは解除されます。表示窓の 

アラーム 表示び消えまず。 

〇ご注意 

• アラームは1件しか設定できません。 

• 時計を合わせていない場合や、巧件び録音され 
ていない場合は、アラーム設定はできません。 

• メニ ューで 「ビースを rOFF 」 に設定していて 
わアラームび鳴ります。 

• 録音中にアラーム設定した時刻になった場合 
は、 r ( " り表おのみび点滅し、録音を終了したと 
さにアラームび鳴0始めます。 

• メニューモード中にアラーム設定時刻になっ 
たとさはメニューモードび中止され、アラーム 
び鳴り始めます。 

• 「日時」を選んで設定したアラームは、アラーム 
再生を終了した後、設定び解除されます。 

• アラーム設定した巧件を消去すると、用件に設 
定されたアラームち一緒に解除されます。 


設定の客を変更ずるには 

手順2から設定をやりなおします。 
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消去ずる 



録音した用件を1件ずつ、または1つのフオル 
ダ内の全用件を一度に消去で去ます。 


〇ごま意 

一度消去した内容はちとに戻すことはでさませ 
ん。ごを意ください。 


1件ずつ消去ずる 

停止中または再生中に消したい用件だけを消 
去でをます。 

巧件を消すと、次の巧件び自動的に繰り上が 
るので、間に空白部分は残りません。 

1 消去したい用件を選ぶ。 

2 己/ MENU ボタンを長 f 甲ししてメ 
ニューモー ドに入る。 

分ニュー画面び表示されます。 

3 コント□—ルキーを▲または▼のち 
向に押して、メニュー「1件消去 J を 
選び、 ENT ボタンを押して決定ずる。 

消去したい巧件び再生されます。 

4 コント□—ルキーを▲または▼のち 
向に押して、 r 実行」を選び、 ENT ボ 
タンを巧して決定ずる。 

r 消去中..」び表示され、巧件び1件消去 
されます。 


再生する/消去する 
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フォルダの中身を一度にミ肖去する 

1 停止中に消去したいフォルダを還 
ぶ。 

2 己/ MENU ボタンを長巧ししてメ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表示されまず。 

3 コント□—ルキーを▲または▼の方 
向に押して、メニュー「フォルダ内 
全消去 J を選び、 ENT ボタンを押し 
てミ夫定ずる。 

4 コント□—ルキーを▲または▼の方 
向に f 甲して、 r 実行 J を選び、 ENT ボ 
タンを押してミ夫定ずる。 

「消去中...」び表示され、フオルダ内の全 
用件び消去されます。 
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編集する 


用件を別のフォルダに巧 
動ずる 

B ごミ主意 

フォルダ表示び 亡] になっているとをは用件の 
移動はでさません (43 ページ)。 

1 移動さはたい用件を還ぶ。 

2 己/ MENU ボタンを長}甲ししてメ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表术されまず。 

3 コントレキーを▲または▼ち向 
に押して、メニュー「用件移動 J を選 
び、 ENT ボタンを巧して決定ずる。 

移動したい用件び再生されます。 

4 コント □—； レキーを▲または▼ち向 
に押して、移動巧のフォルダを選び、 
ENT ボタンを巧して決定ずる。 

「実行中...」び表示され、移動先フォルダ 
の最終用件の位置に用件を移動します。 
移動すると、をとのフォルダからその巧 
件はな < なります。 

途中で用件の移動をやめるには 

手順4の前に ■ (停止)ボタンを押します。 


編集ずる 
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傑能を活用するーメニユー 


メニューのほいかた 



1 己/ MENU ボタンを長}甲しして、メ 
ニューモードに入る。 

メニュー画面び表おされまず。 

2コントレキーを▲または▼ち向 
に押して、設定したい項目を選び、 
ENT ボタンを巧して巧定ずる。 

3 コント□—ルキーを▲または▼ち向 
に押して、設定し、 ENT ボタンを押 
して決定ずる。 
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4 ■(停止)ボタンを巧して、メニュ ー 
モードを路了ずる。 

a ごま意 

約1分間なにをしないと、文 ニューモー ドび自動 
的に解除され、通常の画面に戻ります。 


1つ前の画面に戻るには 

メニュー操作中に 亡 1/ MENU ボタンを押しま 
ず。 















ゾニュ ー- 覧 


メニュー 

動作モード(〇 :設定巧能/-:設定不可）一 

停 

止 

中 

再 

生 

中 

録 

軍 


設定 I 頁目 


録音モード 

ST 、 STSP 、 STLP 、 SP、LP 

〇 

- 

- 


マイク感度 

含議 ( H )、 □述 ( L ) 

〇 

- 

〇 


VOR 

ON . OFF 

〇 

- 

〇 


表示切 D 換え 

経過時間、残り時間、録音日付、歸音時刻 

〇 

〇 

〇 


DPC 

n % (n = -5 日〜+1日日） 

〇 

〇 

- 


EFFECT 

POP 、 ROCK .」 AZ 乙巨 ASSl 、 BASS 2. OFF 

〇 

〇 

- 


イージーサーチ 

ON ' OFF 

〇 

〇 

- 


再生モード 

1 件、フォル义を件 

〇 

〇 

- 


ビープ 

ON . OFF 

〇 

- 

- 


LED 

ON ' OFF 

〇 

- 

- 

機 

能 

を 

バックライト 

ON、OFF 

〇 

- 

- 

用件移動 

移動先フォルダ 

〇 

〇 

- 

活 

用 

アラーム 

ON ' OFF 

〇 

〇 

- 

フォルダ内全消去 

実行、キャンセル 

〇 

- 

- 

る 

1件消去 

実行、キャンセル 

〇 

〇 

- 

1 

メ 

詳細メニュー 


〇 

- 

- 

外部入力選択 

M に IN、AUDIO IN 

〇 

- 

- 

ュ 

時計設定 

V m d : 

〇 

- 

- 

1 

フオーマット 

実行、キャンセル 

〇 

- 

- 


USB 巧電 

ON . OFF 

〇 

- 

- 
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メニユー 

設定項目 （#: 初期設定） 

録音モード 

音質などを設定しまず。 

ST ： ステレオ高音質モード 

STSP * :ステレオ標準モード 

STLP : ステレオ長時間モード 

SP : モノラル標準モード 

LP : モノラル長時間モード 

マイク感度 

マイクの感度を設定しまず。 

会議 ( Hr :広し僖議室での録音など、遠くの音やかさい音を録音するときに使 
巧します。 

□述 ( L ) : □述録音など、マイクを□元に近づけて録音したり、おくの音や大き 
し请を録音するときに使巧します。 

VOR 

VOR (Voice Operated Recording ) 機能を設定しまず。 

ON : ある大きさ挡上の音を7イクび拾ラと自動的に録音び始まり、音びルさ 
くなると録音を一時停止します。 ♦ 馈音/-時停止)ボタンを巧して、 
録音を始めると VOR 機能び働きます。 

OFF * : VOR 機能は働きません。 

表示切0換え 

表示モードを設定しまず。 

経過時間*:1巧件の経過時間 
残0時間：再生中は、1巧件の残り時間 
停止、録音中は、録音可能時間 
録音曰付：録音曰付 
録音時刻：録音時刻 

DPC 

DPC (Digital Pitch Control ) の設定をしまず。 

DPC スイッチを rON 」 にした場合、巧生速度を、+100%から一50%の範囲で調節 
をします。+設定では r +10」 刻みで、一設定では r -5」 刻みで設定されます。 
(-30%*) 
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メニュー 

設定項目 （#: 初期設定） 


EFFECT 

POP : 中域を強調したヴォーカルなどに適した音質になります。 

ROCK ： 愤域と高域を最を強調した迫力のある音質になります。 

JAZZ : 高域を強調した張りのある音質になります。 

BASS 1:愤音び強調されます。 

BASS 2 :お音び更に強調されます。 

OFF * : EFFECT 機能は働きません。 



B ごま意 

内蔵スピーカーで再生しているときには EFFECT 機能は働きません。 


イージーサーチ 

イージーサーチを設定しまず。 

ON : 再生中、ボタンを巧すと、約10秒進め、 M ィボタンを巧ずと、約3秒 
戻ります。を議録音などで、聞きたいところをすばやく探すのに便利で 
す。 

OFF * :イージーサーチ機能び働きません。 W またはボタンを巧すと、用 
件を送ります。 

機 
能 
を 
ミ舌 
用 
す 
る 

再生モード 

再生モードを設定しまず。 

1件： ひとつの用件の再生び終わると、;欠の用件の頭で停止します。 

フォルダ*:ひとつのフォルダの巧件を連続して再生します。 

全件： 全用件を連続して再をします。 

ビープ 

確認音を設定しまず。 

ON * :操作時の受け付け確認音およびエラーのビープ音び鳴ります。 

OFF :操作時の受け付け確認音やエラー音が鳴りません。 

1 

メ 

ユ 


B ごま意 

rOFF 」 に設定していてちアラームは鳴ります。 

1 
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メニユー 

設定項目 （#: 初期設定） 

LED 

録/再ランプの点打、消灯を設定しまず。 

ON * :動作中は緑/再ランフび点なまたは点滅します。 

OFF :動作中を録/再ランプは点な/点滅しません。 


B ごま意 

パソコンに接続しているときは、 rOFF 」 に設定していても録/再ランプは点灯/ 
点滅します 0 

パックライト 

パックライトの点な、消灯を設定しまず。 

ON * :操作をするとバックライトび10秒間点灯します。 

OFF :バックライトび点打しません。 

用件移動 

選んだ用件を選んだフォルダに移動しまず (33 ページ)。 

移動する前に、移動したい用件を選んでか5、メニューモードにして < ださし、。 

アラーム 

アラーム再生を設定しまず (29 ページ)。 

ON : アラームを設定します。 rON 」 を選んだ媛で、巧生を始める日時や、曜日 
または毎日再生をする場合の時刻を設定します。 

OFF * :アラームを解除します。 

フォルダ内全消去 

選んだフォルダの中身をずべて消去しまず (32 ページ)。 

消去する前に、亡!/ MENU ボタンを巧して消去したいフォルダに切り換えてか 
ら、メニューモードにしてください。 r 実行を選ぶと消去されます。 

1件消去 

選んだ用件を1件消去しまず (31 ページ)。 

消去する前に、消去したい用件を選んでから、メニューモードにしてくださし、。 
r 実行」を選ぶと消去されます。 

詳細メニュー 

外部入力選択 

マイクジャックか日録音ずるが部入力を選巧しまず。 

M に IN * :外部マイクをつないだとさに選びます。 

AUDIO IN :オーディオケーブルなど、外部マイクし:1外のをのをつないだときに 
選びます。 

時計設定 

r 年」 r 月」旧」 r 時」「分」をそれぞれ設定して時計を合わせます （17 ページ)。 
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メニュー 

設定項目 （#: 初期設定） 

フォー マット 

ドライプの巧期化を設定します。 

実行： 「フォーマツト中...」び表示され、初期化します。 

キャンセル*:初期化しません。 


B ごま意 

• フォーマツトは必ず本機で巧ってください。 

•フォーマツトをすると本機に保をしたすベてのデータが消去されます。一度 
消去した内容はもとに戻ずことはでさません。ご注意ください。 

USB 巧電 

USB 接続中の巧電の ON/OFF を設定しまず。 

ON * :充電式電池を充電します。 

OFF :充電機能は働きません。 


B ごま意 

別売の USB AC アダプターを使って充電するときは、この設定は関係ありません。 


I 
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パソコンを巧用する 


パソコンにつないでほラ 


必要なシステム構成 

0S 

Windows Vista ® Home Basic 
Windows Vista ® Home Premium 
Windows Vista ® Business 
Windows Vista ® Ultimate 
Windows ® XP Home Edition Service 
Pack 2 切降 

Windows ® XP Professional Service Pack 2 
U (降 

Windows ® XP Media Center Edition 2004 
Service Pack 2 U (降 

Windows ® XP Media Center Edition 2005 
Service Pack 21 i (降 

Windows ® 2000 Professional Service 
Pack 4 しツ降 

Mac OS X Cv 10.2.8- v 10.5) 

標準インストール（曰本語版のみ） 

D ごま意 

• 上記政がの OS は動作保証いたしません。 

( Windows ® 98/ Linux など） 

• 64 bit 版の OS には対応しておりません。 


1U 下の性能を満たした Windows コン 
ピューターまたは Macintosh 

• サウンドボード：各日 S に対応したちの 
• USB ポート 

n ご注意 

推契環境すベてのパソコン について 動作を保 
証するちのではありません。また、自作パソ 
コンなどへお客様自身びインス I -ールしたち 
のや、 NECPC -98 シリーズとその互換機、 
アップグレードしたちの、マルチブート環境、 
マルチモニタ環境での動作保証はいたしませ 
Aj 。 

Windows® 2000 Professional をお使 
いの場含 

本機に収録されているファイル 
「 SonyRecorde し Driver . exe 」 を使ってドラ 
イバをインス1-ールしてください。 


本機をパソコンに接続する 

本機とパソコンで用件をやり取りするために 
は、本機をパソコンに接続します。 

本機の USB キャップをはずし、パソコンの 
USB 端子に接続します。 

接続するとパソコン側で本機を認識すること 
びでを、苗件のやり取りび行えます。 

接続している間は本機の表示窓に r 接続中」の 
表おび出ています。 
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なヒント 

本機びパソコンの USB 端テに直接接続でさない 
場合は、付属の USB 接続補助ケーブルをお使い< 
ださい。 



a ごま意 

• 1台のパソコンに2台な上の US 目機器を接続し 
た場合の動イ乍な証はいたしかねます。 

• 付属の US 目接続補助ケーブルな外の US 目 A ブ、 
または US 目延長ケープルをご使用の場合の動 
作保証はいたしかねます。 

• 同時にお使いになる USB 機器によっては、正常 
に動作しないことびあります。 

• パソコン接続時は必ず電池を挿入してからお 
使い < ださい。 

• パソコンとは必要なときだけ接続ずることを 
おすずゆします。パソコンを使って操しな 
いとさは、本機ははずしておいてください。 


本機をパソコンか百取りはずず 

必ず下記の手順で取りはずしてください。こ 
の手順で行わないと、データび破損するおそ 
れびあ0まず。 

1 録/再ランプび点滅していないこと 
を確認ずる。 

2 本機をパソコンの USB 端モか5取り 
はずず。 


パソ n ンをま用する 
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面巧したファイルを本機 
で再生ずる 

パソコンにある MP 3 ファイルを本機にコ 
ピーして再生することびでをます。 

MP 3 ファイルを本機で再生する場合の最大 
再生時間(曲数つは下記のよラになります。 



128 kbps 

256 kbps 

に D - UX 70 

1別寺間5分 

9時間 


(271®) 

(135 邮 

に D - UX 80 

36時間20分 

18時間日分 


(545 邮 

(271 巧） 


1巧4分を転送した場合 


1 本機をパソコンに接続ずる (40 ベー 
ジ)。 

Windows では、「マイコンピュータ」を開 
き、「に RECORDER 」 び新しく認識されて 
いるかを確認してください。 

Macintosh では、デスクトップに「に 
RECORDER 」 という名前のドライブび表 
示されているかを確認してください。 


2 パソコン内の MP3 ファイルが入っ 
ているフォルダを本機にコピーず 
る。 

Windows では Explorer を使って、 
Macintosh では Finder を使って、 MP 3 
ファイルび入っているフォルダを本機に 
ドラッグアンドド □ ップします。 
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本機では最大500個のフォルダまで認識 
でをまず。 

1個のフォルダには最大弓99件の用件を、 
またフォルダ全体では最大5000件の用件 
まで入れることびでさまず。 

3 本機をパソコンか6とりはずした 
後、本機の亡]/ MENU ボタンを巧し、 
コント□—ル キーを ▲または▼方向 
に押してフォルダを選び、 ENT ボタ 
ンを押ず。 

4 I◄◄または w ボタンを押して再生 
したいファイルを選ぶ。 

5 ►-■ボタンを押して再生を始める 

6 再生を止めるには■(停止)ボタンを 
巧ず。 

を MP 3 ファイルをコピーする 
(ドラッグアンドド□ップ） 



①コピーしたいファイルをクリックしたまま、 
CDf 呆巧巧まで移動（ドラッグ）して、 

⑤はなず（ド□ップ） 














フォルダとファイルの構成 

ノ くソコンの画面で見るとちのよラに表おされ 
ます。 

フォルダの違いは、本機の表示窓に表示され 
るフォルダ表示で区別でをます。 

亡!：本機で録音可能なフォルダ(お買い上げ 
時に作成されていまず。） 

亡!：再生専巧のフォルダ(パソコンなどで 
MP 3 ファイルを較送したときに表示さ 
れます。） 


B ご注意 

本機で録音可能なフォルダは最大5フォルダで 
す。 



パソ n ンをま用する 
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>1 K /1 P 3 ファイルび保をされたフォルダ名は本機 
でを同じフォルダ名として表示されます。管 
理しやすいフォルダ名にしておくと便利です。 
MP 3 ファイルを認識できるのは、本磯にコ 
ピーしたフォルダの3階層目までとなります。 
図の中の r フォルダ4」までび本機で認識され 
ます。 

MP 3 ファイルを単独でコピーずると r 未分類」 
のフォルダとして扱われます。 

をヒント 

• MP 3 ファイルには、タイトル名やアーティスト 
名などの情報を ID 3- TAG 情報として登録する 
ことびできます。本機では ID 3- TAG 情報を表 
おすることびできますので、 MP 3 ファイルを 
作成するソフトやパソコンで ID 3- TAG 情報を 
入力してお < と便利です。 

• MP 3 ファイルを再生中にコント n —ルキーを 
▲または▼ち向に巧すと ID 3- TAG 情報び切り換 
えられます。 


USB マスストレージとし 
て利用するーデータス 
トレージ機能 

本機とパソコンを USB 経由で接続すると、パ 
ソコン上にある本機で録音したファイル切が 
の画像やテキストなどのファイルを本機に一 
時保をでをます。 

USB マスストレージとして使うためには、 

40ぺージに記載した 0 S と USB ポートを持つ 
パソコンび必要です。 


B ごま意 

• Windows のシステム制約により、パソコンで 
「に RECORDER 」 を開いてずぐの場所(ルート 
ディレクト1」）には引1個 ( VO に E フオルダを 
除く）な上のフオルダまたはファイルを転送す 
ることはでをません。 

• ID 3- TAG 情報にタイトル名またはアーティス 
卜 名び登録されていない場合は、 「 Unknown 」 
と表示されます。 
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困つたとをは 


故障かな？とおった6 

修理を依頼される前に、ちラー度下記項目をチェックしてみてください。それでも解ましない場 
合、ご不明な点は、裏表紙に記載のにレコーダー•カスタマーサポートページをご覧いただくか、 
ソニーの相談窓□(裏表紙)までお問い合わせください。 

なお、保証書とアフターサービスについては、54ページをご参照願います。 


こんなとをは 

症げ 

原因/処置 

電源び入らない。 

• HOLD スイッチび入っている簡源オフモード） 

— HOLD スイッチを矢印と反対のち向に動かす。 

操作ボタンを押してち動作し 
ない。 

• 電池の西と©の向をび正しくない （14 ぺージ)。 

• 電池び消耗している （1 日べージ)。 

• HOLD スイッチび入っているり1ぺージ)。 

スピーカーから音び出ない。 

• 音量び絞られている （2 日ぺージ)。 

• イヤーレシーバーをつないでいる （27 ぺージ)。 

イヤーレシーバーをつないで 
いてち、スピーカーから音び 
出る。 

• 再生中にイヤーレシーバーを差し込むとき、最後まで差し込まないとスピー 
力一からち音び聞こえてしまラことびあ0ます。 

-し'!ったんイヤーレシーバーを振いて、最後までしっかり差し込む。 

録/再ランプび点灯しない。 

• メニューの 「 LED 」 び rOFF 」 に設定されている （38 ベージ)。 

一 「 ON 」 に切り換える。 

r メモ IJ 一び一杯です」び表示 
され、録音で定ない。 

• メモ U —びいっぱいになっている。 

一不要な巧件を消去する (31 ページ)か、バソコンに保存してか6、メモリー 
の内容を消去ずる。 

r 巧件び一杯です」び表おさ 
れ、操作でをなレ。 

• 置んだフォルダ(亡!)に99件の用件び入っているか、または、全体で495件の用 
件(フォルダび5個のとさ)び入っているため、録音や用件移動びでさない。 

一不要な用件を消去ずる (31 ページ)か、バソコンに保存してから、メモリー 
の内容を消去する。 



困 

ご 

た 

と 

を 

は 
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症げ 

原因/処置 

録音び途中で止まる。 

• VOR び作動している （22 ぺージ)。 VOR を使巧しないと定は、メニューで rOFF 」 
にする （3 目ぺージ)。 

雑音び入る。 

• 録音したとさ、本機をこすってしまレ、雑音び録音された。 

• 録音中や再生中に本機を電巧線、壁光な、携帯電話などに近づけすぎると、ノ 
イズび入ることびあ0ます。 

• が部マイク(別売)で録音したとき、マイクのプラグび巧れていた。 

-プラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

• イヤーレシーバーで間いているとき、イヤーレシー A " —のプラグが巧れてい 
る。 

-プラグをされレにク IJ 一ニングずる。 

録音レベルび小さい。 

• マイク感度び r □述」 （ LK □述録音モード)になっている。 

一怡議」 （ H ) に切り換える (3 目ページ)。 

他の機器から録音するとさ、 
録音レベルび小さすざた D 大 
きすぎたりする。 

• 他の機器のへッドホン端テを使って本機と接続し、つないだ機器側で音量を 
調節して < ださい。 

再生スピードび速ずぎた0遅 
すぎたりする。 

• DPC スイッチび rON 」 になっているため、メニューの 「 DPCI で調整した再生ス 
ピードで再生されているけ日べージ)。 

- DPC スイッチを 「 OFF 」 にすると、通常の速度で再生されます。または、 
「 DPC 」 で再生スピードを調養してください。 

時計表示びになる。 

• 時計を合わせていない （17 ぺージ)。 

録音曰時表示び r 一 y--m - d 」 
またはになる。 

• 時計を合わせていない時に録音した巧件には、録音した日付は表おされませ 
ん /。 

メニュー表示の項目 が足。な 
い。 

• 再生、または録音中は、表おされないメニューびありまず (3 日ぺージ)。 

電池の持続時間び短い。 

• 16ページの乾電池の持続時間は、音量レベルを22で再生した場合の目安です 
(ソニーアルカ U 乾電池 LR 03 ( SG ) 使用時)。使巧条件によって短くなる場合 
びあ0ます。 

電池を入れたまま長い期間使 
用しない後で、使おラとする 
と電池びな < なっている。 

• 使巧しない場合でち、わずかですび電池を消耗します。この場合の電池寿帯 
は、温度などの環境によってち異なりますび、約4ヶ月び目まです。長い間ご 
使巧にならない場合は、電油を列しておくことをお勧めします。 


46 



症げ_ 

充電表示び表示されない。 


原因/処置 


• 充電式電池び入っていない。 

• 充電式電池を入れる向さび正し < ない。 

• メニューで r 詳細文ニュ ー 」 の rusB 充電」び roFF 」 になっている。バソコンに 
接続して充電する場合は、設定を rON 」 にする （39 ぺージ)。 

• 内蔵スピーカーで再生している。内蔵スピーカーで再生中は充電でをません。 

途中で充電表示び消えてしま • ニッケル水素政外の充電式電池び入ってレる。 

ラ。 • 劣化した充電式電池を使巧している。 

• 内蔵スピーカーで再生している。内蔵スピーカーで再生中は充電でをません。 

電池残量、充電表示部に • 本機の充電可能な温度範囲外になっている。周囲温度び動作温度(日に〜 

WH »] またはび点 35む）になるよラにする。 

滅表示している。 

充電式電池の持続時間び短 • 5む政下の環境で使巧している。電池の特性によるちので故障ではありませ 

い。 ん /。 

• しばらく使巧していなかった。何回か充電、放電(本磯に入れて使用する）を繰 
0返す。 

• 充電式電池の交換び必要です。新しい充電式電池と交換する。 

• 短時間で電池残量表示び点巧しますびフル充電になっていません。電池残量 
び無い状態からフル充電までは約8時間かか0ます。 

変更したメニュー設定び反映 • 設定変更直禮に電池び抜かれた攝合、本機の文ニュー言き定び反映されないこ 
されていない。 とびあ0ます。 

桓動に時間びかかる。 • 巧件数びをいと、起動ずるのに時間びかかることびありますび、故障ではあ0 

ません。停止画面になるまでお待ち<ださい。 

正常に動作しない。 • 電池を取り出して、ちラー度入れ直ず。 

本 機び動作しない。 • バソコンで初期化(フ ォーマッ ト）している。 

_一本機で初期化を巧ってください (3 弓ぺージ)。_ 

修理に化すと、録音した内容び消えることびあります。ご了承ください。 


困つたとをは 
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エラー表示一覧 


エラー 表示 

原因 

電池び残 D わずかです 

• 電池び残りわずかのため、フォーマットやフォルダ内消去びで定ません。新し 
い電池の準備をして < ださい。 

電池残量びあ D ません 

• 電池び消耗しています。新しい単4形乾電池と取0換えて<ださい。充電式 
電池の墙合は充電するか、充電済みの電油と取り換えてください。 

メモ U —び一杯です 

• 録音でをるメモ1」一容量びな<な0ました。い<つかの用件を消去してから 
や0直してくださし、。 

用件び一杯です 

• フォルダ内の用件の合計か、全体の巧件数が最大になったため、新規の巧件を 
作成でさません。い<つかの巧件を消去してからや0直して<ださい。 

ファイルび壊れています 

• 置んだファイルのデータび破損しているので、再生や編集びで定ません。 

本機でフォーマツトび必要で 

• バソコンで本概をフォーマットしたため USB 接続で電源を入れよラとしてち、 

す 

動作に必要な管理ファイル作成びでをません。メニューで本機のフォーマッ 
卜をしてください。バソコンでフォーマットしないでください。 

処理を継続でをません 

• メモ U —の読み取 D に失敗しました。電池を抜さ差ししてみて<ださい。 

• 必票なデータをバックアップしてか6メニューで本機をフォーマットしてく 
ださい。 

• 上記 L ソ外の墙合は、ソニーの相談窓□(裏表紙)までご連絡ください。 

時計を設定して<ださい 

• 時計合わせをしていないと、アラームは言受定で定ません。 

用件びあ0ません 

• 置んだ巧件フォルダには1件ち用件び録音されていません。用件移動とアラー 
ム再生の設定などの操作びでさません。 

過去の曰時です 

• 現在曰時よ0ち前の曰時でアラームを設定しよラとしています。年月曰など 
もラー度確認して、設定し直してください。 

ファイルびプ□テクトされて 

• 置んだ巧件び r 読み取り専巧」になっていまず。消去などびでさません。バソ 

います 

コン上で r 読み取り専巧」属性をはずすと、本磯で操作でさるよラになります。 

が対応のデータです 

• 本概で対応していないファイル形式のデータです。 

操作でさません 

• 複数のフォルダに同じファイル名の巧件び保存されているため、巧件移動び 
でさません。ファイル名を変更してください。 

• 亡]フォルダ内の用件は、用件移動でをません。 


48 



エラー 表示 

原因 

フオルダを切0換えます 

• 亡]で表示されるフォルダに用件びひとつちない屬合、フォルダび表示でをな 
いため、表示でをるフォルダに切り換えます。 

故障です 

• 巧らかの原因でシステムエラーび発生していまず。一度電池をはずし、再度入 
れ直して<ださい。それでち動作しない場をは、ソニーの相談窓□(裏表紙)ま 
でご連絡 < ださい。 



困 

ご 

た 

と 

を 
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システム上の制約 

にレコーダーの録音方式では、いくつかのシステム上の制約びあり、;欠のよラな症状び出る場合 
びあります。これらは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 


症げ 

原因/処置 

最大録音時間まで録音でをな 
い。 

• ST モード、 STSP モード、 STLP モード、 SP モード、 LP モードを混ぜて録音ず 
ると、最大録音時間は ST モードと LP モードの最大録音時間の間になります。 

• 上記の理由により、実隙に録音した時間(カウンター表示)の合計と、 r 録音可 
能時間」を合計した時間び、最大録音時間よりがなくなる場合があります。 

MP 3 ファイルを順番に表示で 
さない。 

-バソコンを使って、本機に転送した MP 3 ファイルは、システムの制約によ D 転 
送順にならないことびあ0ます。 

英文字びすべて大文字になつ 
てしまラ。 

-バソコンで作成したフオルダ名称の文字の組み合わせによっては英文字びす 
ベて大文字になってしまラことびあ0ます。 

A - BU ピート設定で目点び設を 
でをない。 

- A 点よ0前に B 点を旨受定ずることはでをません。 
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その他 


本機の音声を化の機お 
で録音する 



他の機器で本機の音声を録音する場合は、本 
機の0 ( へッドホン)ジャックと他の機器の 
マイクジャックをしくはラインジャック（ス 
テレオ ミニ ジャック）を、別売の ソニー 製オー 
デイオコード*を使ってつなざます。 


* お使いになれるオーディオコード(別売) 

ラインインを使って接続するとをは、次のお 
抗なしオーディオコードをお使いください。 



本機側 

接続巧機器側 

RK - G 13 弓 

ステレオ呈ニプラ 

S ニプラグ(モノラ 


グ(お抗なし） 

ル）（抵抗なし） 

RK - G 136 

ステレオ呈ニプラ 

ステレオ S ニプラ 


グ(お抗なし） 

グ(抵抗なし） 


そ 

の 

他 
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USB AC アダプター（別 
売)につないでほラ 


本機 USB 端子 



USB AC アダプター(別売)を使って、本機と 
家庭巧電源(コンセント)をつないで充電式電 
池を充電でをます。充電をしなびら本機を使 
用することびで去るため、長時間録音をする 
場合などに便利です。 

1 本機の USB キャップをはずし、別売 
の USB AC アダプターにつなぐ。 

2 USBAC アダプターをコンセントに 
つなぐ。 

充電しなびら本機を使ラことびでをます。 
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充電中は、電池マークびアニメーション 
表示されます。電池残量表おび r 曲田」に 
なったら充電完了です。(充電時間：約8 
時間* ■) 

はじめてお使いになる場合や、しばらく 
お使いにならなかった場合は、なるべく 
電池鶏量表示びけ皿!」になるまで連続し 
て充電することをお勧めします。電池表 
示び消なしていた5充電びでさていませ 
ん。手順1からやり直してください。 

* 室温で電池残量び無い状態から電池を充 
電したとさの目安です。電池の残量や電池 
の状態などにより、上記の充電時間と異な 
る場合びあ0ます。また、充電式電池の温 
度び低い場合や、データを本機に転送中な 
どを充電時間は長くなります。 


本機を取0はずず 

必ず下記の手順で取りはずして<ださい。こ 
の手順で行わないと、データび破損するおそ 
れびあ0まず。 

1 録音や再生などの動作中の場合、 ■ 
(停止)ボタンを押して動作を停止ず 
る。 


2 録/再ランプが点滅していないこと 
を確認ずる。 





3 USB AC アダプターをコンセントか 
6抜を、本機を USB AC アタ’プター 
か5取りはずず。 

〇ごま意 

• 電池残量、充電表示部び HsiTi ] または iron 
と表示されている場合は充電びできません。 
周囲温度び5む〜35での環境で充電を行って 
ください。 

• 内蔵スピーカーで再生中は充電できません。 

• 録音中(録/再ランプびホに点:0、点滅)やアク 
セス中健を/再ランプびオレンジに点滅)はコ 
ンセントにつないだ状態の USB AC アダプター 
から本機を抜き挿ししたり、本機を接続した 
USB ACP ダフターをコンセントからおさ挿し 
した0しないで<ださい。データび破損する 
おそれびあります。また、用件数び多いと、起 
動画面び長時間表示されることびありますび、 
故障ではありません。表示び消えるまでお待 
ちください。 

• US 目 AC アダフター（別売)使用時は、電池残量 
表示は表示されません。 


ほ用上のごミち意 


ノイズについて 

• 録音中や再生中に本機を電灯線、堂光な、携 
帯電話などに近づけすざると、ノイズび入 
ることびあ0ます。 

• 録音中に本機に手などび当たったり、こ 
すったりすると、雑音び録音されることび 
あ0ます。 


ご使用場所について 

• 運転中のご使用は危険ですのでおやめ<だ 
さし、。 


取り扱いについて 

• 落としたり、強いショックをちえたりしな 
いでください。故障の原因になります。 

• 次のよラな焉所には置かないでください。 

-温度び非背に高いところ(目日でし：!上)。 

-直射日光のあたる場所や暖房器具の近く。 

-窓を閉めさった自動車巧(特に夏期)。 , 

-風呂場など湿気のをいところ。 〇 

-ほこりのをいところ。 他 

万一故障した場合は、内部を開けずにお買い 
上げ店またはソニーサービス窓□にごネ目談く 
ださい。 
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お手入れ 

本体表面び巧れたとをは、水気を含ませた柔 
らかしホで軽くふいたあと、からぶきします。 
シンナーやベンジン、 アルコール 類は表面の 
仕上げを傷めますので使わないで<ださい。 
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巧証書と 

ア フターサー ビス 

巧註書 

• この製品にはな罰書び添付されていますの 
で、お買い上げの隙お買い上げ店でお受け 
取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめ 
のラえ、大切になをしてください。 

• 保註期間はお買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覽になってお調べくだ 
さい。 

それでち具ちの悪いとさはヴービスへ 

ソニーのネ目談窓 □ (裏表紙)、お買い上げ店、ま 
たは添付の r ソニーご相談窓□のご案灿にあ 
るお近 < のソニーサービス窓□にごネ目談 < だ 
さい。 

保証期間中の修理は 

な証書の記載内容に基づいて修理させていた 
だをます。詳し<は保罰書をご覧<ださい。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要 
望により有料修理させていただをます。 



部品の保有期間について 

当社ではにレコーダーの補修用性能部品(製 
品の機能を維持するために必要な部品)を、製 
造巧ち切り渡6年間保有しています。この部 
品保有期間を修理可能な期間とさせていただ 
さまず。保有期間び経過した後ち、故障箇所 
によっては修理巧能の場合びありますので、 
お買い上げ店またはサービス窓□にご相談く 
ださい。 


をな仕様 


容量(ューザー使用可能領域） 

に D - UX 70 : 

1 GB (約996 MB = 1,044,611,072 Byte ) 

に D - UX 80 : 

2 GB (約 1.94 GB =2, 093,056,000巨 yte ) 

メモリー容量の一部をデータ管理領域として使 
用しています。 

最大録音時間 

21ページ参照 

周放数節囲 
ST : 40〜20,000 Hz 
STSP : 40〜15,000 Hz 
STLP : 60-7,500 Hz 
SP : 60〜10,00日 Hz 
LP : 60〜3,400 Hz 

MP 3 巧応ビットレート、サンプ U ング周液数 
ビットレート： 

32〜320 kbps *2、 

可変ビットレート ( VBR ) 対応 
サンフリング周波数* 3 : 16/22.05/24/32/44.1/ 

48 kHz 

C 

W 連続録音の場合は、途中電池交換び必要にな S 

ります。詳しくは乾電池の持続時間り6ぺ一 
ジ)をご確認ください。 

これに加えて本体の各録音モードで録音した 
MP 3 ファイルの再生にち対応しています。 

すべてのエンコーダーに対応しているわけで 
はありません。 
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スピーカー 

直径10 mm 

入*出力端子 

外部入力(ステレオ S ニジャック） 

プラブインパワー対応 
最ル入カレベル 0.6 mV 
へッドホン(ステレオミニジャック） 

負荷インピーダンス、8〜300 Q 
USB 端子 

High-Speed USB 対応 

再生スピード調節 (DPO 

+ 100%——50% 

実用最大出力 

90 mW 

電源 

DC 1.5 V 、 単4あアルカ U 乾電池(付属）]本 
DC 1 .2 V 、 単4あ充電式ニッケ j レ水素電池(別売) 
] 本 

動作温度 

5む〜巧で 

最大がお寸法 
約 34.4 X 99.0 XI 3.4 mm 

(幅/高さ/奥巧き KJEITA * 4 ) 

質青 

約 48 g (単4形アルカ IJ 乾電池1本含む） 
( JEITA *4) 


別売アクセサリー 

アクティブスピーカー SRS - T 88 

エレクトレットコンデンサー7イク n ホン 

ECM - C 引0、 ECM - CZ 10、 ECM - TL 1 
才ーディオ〕ード RK - G 136/ G 139 
充電式ニッケル水素充電池単4あ NH - AAA -2 BF 
USB 充電 AC 電源アダフター AC - U 50 AD 
ニッケル水素電池専用充電器 BCG -34 HRES 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく蜜 
要することびありますび、ご了承ください。 


電子産業技術協会 CIEITA ) の測定ち法に基づ 
し、ています。 

付属品 
9ページ参照 
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索引 

数字、記号、アルファベット順 


1件 U ピート再生 . 28 


A- 目 U ピート 

. 29 

DPC (デジタル 

. ピッチ. 

コント□-ル) 

. 28, 35, 36, 56 

EFFECT. 

. 28,35,37 

LED. 

. 35, 38 

LP モード . 

12, ]6, 21,35, 36, 50, 55 

MP3 ファイル ...... 

. 42 


SP モード . 12,16,21,35, 36,50,55 

STLP モード ......... 12,16, 21,35, 36, 50, 55 

STSP モード ......... 12,16, 21,35, 36, 50, 55 

ST モード . 12,16,21,35,36,50,55 


USB AC アダプター . 52,56 

USB 充電 . 35,39 

VOR 


(自動音声録音スタート) .......... 22,35, 36 


五十音順 


あ巧 

アフターサービス . 

アラーム再生 . 

イージーサーチ . 

エラー表お . 

お手入れ . 

音量調節 . 

. 54 

. 29, 35, 38 

. 27, 35, 37 

. 48 

. 54 

. 21.26 

か巧 

列■部マイク . 

各部のなまえ 

. 23, 38 

な订、/も' . 

. 12 

本体(裏面） . 

. 10 

本体(表面) . 

. 10 

乾電池 . 

. 14,16 

故障かな？と思ったら ..... 

. 45 

コンセントにつなぐ . 

. 52 

さ巧 

酷 . 

再生スピード調節 

. 26 

(DPC). 1 

1,28,35, 36,56 

システム上の制約 . 

. 50 

充電式電池 . 

. 8,14,16 

修 S. 

. 54 

1±様 . 

. 55 




































た巧 

電源の準備 . 14 

電池残量表示 . 12,13 

時計合わせ . 17 

な巧 

内蔵マイク . 10,19 

ノイズ . 53 

残り時間表示 . 12 

は巧 

パソコンにつなぐ . 40 

ビープ音(確認音） . 35,37 

表示窓 . 12 

フオルダ . 26,32,33 

プラグインパワー . 23,56 

mm . 33 

保証書 . 54 


ま巧 

マイク(外部) . 23 

マイク感度 . 12, 35,36 

マイク（内蔵) . 10 

メニュー 

] 件消去 . 35,38 

DPC . 35,36 

EFFECT . 35,37 

LED . 35,38 

USB 充電 . 35,39 

VOR . 35,36 

アラーム . 35,38 

イージーサーチ . 35,37 

—見 . 三5 

外部入力選択 . 35,38 

再生モード . 35,37 

詳細メニュー . 35,38 

使いかた . 34 

時計設定 . 35,38 

バックライト . 35,38 

ビープ . 35,37 

表示切り換え . 35,36 

フオーマット . 35,39 

フォルダ内全消去 . 35,38 

マイク感度 . 35,36 

用件移動 . 35,38 

録音モード . 35,36 

モニターする . 21 
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や巧 

用件の移動 . 33,35,38 

用件の再生 . 26 

用件の消ま . 31 

用件の録音 . 19 

用件番号 . 12 

S 巧 

レビユー . 20 

連続再生 . 28, 37 

録音 . 19 

録音一時停止 . 20, 22 

録音可能時間 . 21 

録音可能時間表お . 13 













着作権と商標について 


著作権について 

• 権利者の許語を得ることなく、このマニュ 
アルの全部または一部を複製、転巧、送信等 
を行ラことは、著作権法上禁止されており 
ます。 

• あなたび録音したちのは、個人として楽し 
むなどの他は、著作権法上権利者に無断で 
使用できません。 

商標について 

• Microsoft 、 Windows、Wind 日 ws Vista は、 
米国 Microsoft 〔日 rporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標で 
ず。 

• Macintosh および Mac 0S は米国その他の 
国で登録された Apple Inc の商標です。 

• 本機は Fraunhofer I におよひ Thomson の 
MPEG Laye「-3 オーディオコーディング技 
術と特許に基づ<許諾製品です。 

その他、本書で登場するシステム名、製品名、 

サービス 名は、一般に各開発 メーカーの 登録 

商標あるいは商標です。なお、本文中では®、 

™ マークは明記していません。 
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お巧い合わせ窓□のご案内 

本磯についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときのご相談については、下記のお問い 
台わせ巧をご利用ください。 

• ホームぺージで調べるには^|じレコーダーカスタマーサポートへ 
(http://www.sony.co.jp/ic-rec-support) 

1 C レコーダーに関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその回答をご案内するホーム 
ページです。 

• 電話. FAX でのお問い合わせはーソニーのホ目談窓□へ(下記電話. FAX 番号） 

• 本機の商品カテ J ’ U —は[にレコーダー]です。 

• お問いをわせの隙は、次のことをお知らせください。 

♦たット本体に関ずるご質問時： 

• 型名： ICD - UX 70/ UX 8 日 • シ I 」アルナンバー：電池ボックス内 

. ご柏談内容：でさるだけ詳しく . お買い上げ年月曰 


L よくあるお間い合わせ、解みちまなどはホームページをごま用ください。 http://www.sony.co.jp/support 


フリーダィャル- 
携帯電話. PHS '- 

フ U -ダィャル- 
携帯電話’ PHS ’- 


0120 -333-020 
0466-31-251 11 

0120-222-330 
•04 白白-3 1-2 已31 I 


携帯電話’ PHS ’一部の IP 電話’ 0466 -3 1 -2531 
1；^取扱説日月書-リモコン等の購入相談はこちらへお問い合わせください。 
ソニー株式会社 〒1 08-0075 東京都港区港南1 -7-1 


左き日番号へ接続を、最巧の 
1ガイダンスび流れている間に 

r 303 j + r#j 

I を巧してください。直接、 
担当窓口へおつなざしまず。 


FAX (巧巧） 
0120 - 333-389 
受巧時問 
ち一金： 
9 : 00 - 20:00 
± •日•祝日： 
9 : 00 - 17:00 


11111111111111111111111 
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